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島高だより 

平成 23 年 6 月号 

(通巻第 63 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長室から 

校長 辰田 幸敏 

 

「ほんとうに都会の人はひ弱でしょうか･･･？」 

     東京に行って、いつも思うのが街を歩く人の足の速さである。長崎では歩くのが速い

と言われる私でも周囲のペースに合わせるのがやっとという感じである。友人による

と、「大阪の方がまだ速い」という調査結果があるらしい。 

  都会人はなぜ歩くのが速いのか？。やはり時間に追われて自然とそうなるのだろうか。サラリ

ーマンなど多くの人は会社から最寄りの駅へ直行し、電車や地下鉄に乗り、さらに乗り換えて家

路に着く。電車など待つ間もなく、次々にホームに入ってくるとは言え、やはり一刻もはやく我

が家へ帰り着きたい思いがあるのだろう。 

  また、長崎では私も近くに出かける時もすぐ車に乗るが、東京に行くとよく歩く。歩き疲れた

ら公園やベンチで休む。歩くことが苦にならない。これはおそらく店や家が密集し、街と街がつ

ながっているからかもしれない。 

都会の人は自宅や勤め先から駅、駅では階段の上り下り、満員電車で 

は長時間立ったままである。都会の人の足腰は鍛えられている。 

もしかしたら、「都会の人はひ弱で、田舎の人はたくましい」という 

イメージは、今や逆転しているのではないだろうか。 

７月の主な行事予定 

１日（金） 期末考査４日目  

      島高青楓塾 

１４：００～ 島原文化会館 

       ＪＡＸＡ 本田雅久氏（２９回生） 

      東大金曜講座 

３日（日） 算数・数学コンクール 

      バイク通学生実技講習 

４日（月） 学校評価保護者分回収締切 

５日（火） ３年生進路講演会（島原文化会館） 

      地学講座（１年理数科） 

６日（水） 野球部・合唱部壮行会 

８日（金） 高大連携出張講座 

      東大金曜講座 

９日（土） １・２年進研実力テスト 

      ３年進研記述模試（～１０） 

13 日（水） 生徒会役員任命式・交代式 

14 日（木） 校内球技大会 

1５日（金） 公務員模試（３年希望者） 

16 日（土） １・２年土曜講座 

３年代ゼミマーク模試（～１７） 

19 日（火） ＜月曜日の授業を実施＞ 

20 日（水）  終了式 

全国高総体・総文祭壮行会 

21 日（木） 授業設定日（～28） 

              （～２９） 

23 日（土） 夏季補習（全学年） 

３年小論文模試 

28 日（木）  県高校デッサン大会（～３０） 

29 日（金） １・２年夏季補習（～３０） 

３年夏季補習（～8/10）  

【発表者 ３年 池田舞子・馬渡大樹・板山航太・植木悠太・平昂清】 

私たちは、「眉山崩壊のなぞを探る～眉山崩壊の流山（ながれやま） 
の分布～」を研究テーマに、実際に眉山の模型をつくり、人工地震を発 

生させ土砂の流れ方や流山の分布を実験により分析しました。また、地 

形図において、流山の形状を測定し、流山の分布の特徴を考察しました。 
今回の発表を通して、他校のレベルの高さを知り悔しく思ったこと、同 

じ高校生が色々なことを考え、行動しているということなど、様々なこ 
とを学びました。 

【見学生徒の感想】 

・発表の中には高校生でもこんな研究ができるのかと驚かされる
ものが多く、自分たちの課題研究でも、何か結果を残せるものに

したいと強く思いました。今回のこの課題研究発表大会を見て、
いっそう研究に興味を持てたいい機会でした。 

・今回の発表を聞いて、あそこまで完成させるにはたくさんの失

敗とたくさんの努力をしてきたのだろうと思います。来年行う自
分たちの発表では、今回発表した人たちの発表を参考にしていき

たいです。今回は貴重な経験ができました。 

6 月 15 日（水）に諫早文化会館にて第 5 回長崎県理数科高等学校課題研究発表大会が行われま

した。本校理数科からは 3 年生の地学班が発表し、優秀賞を受賞しました。見学に行った 1・2 年

生も刺激を受け、自分たちの課題研究について更なる研究意欲がわいたようです。 

6 月 10 日（金）理数科 1 年生が、水中の指標生物による有家川の

水質調査を実施しました。有家川で採集した指標生物で有家川の水質 

階級を確認しました。有家川には、きれいな川にいるウズムシ（プラナリア）も観察できました

が、汚れた川にいる指標生物の方が多く観察されました。有家川の水質階級はⅠ（きれいな川）

～Ⅳ（大変汚れた川）の中で水質環境Ⅱ（少し汚れた川）という判定でした。 

【理数科主任 細田 正俊】 

実体顕微鏡で観察 

・網ですくったくらいでたくさんの生物がとれました。学校で講義を受け、指標生物で水の汚れ

の階級が分かれていることを知りました。理科がもっと好きになれ，興味がもてた一日でした。 

・今回の有家川の水質調査は私が理数科で最も楽しみにしていた行事の１つです。実際に自分の

手で採集した生物を観察でき，とても貴重な体験になりました。これから，家の近くの川などで， 

水質階級を調べてみたいと思います。 

意外と多くの生物 

がいるんだなあー？ 
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６月１２日（日）、サンプラザ万町にて私たち管弦楽部は、第４回街角オーケストラを開催しま

した。悪天候の中、たくさんの方が会場に足を運んでくださいました。そこでは、「威風堂々」や

「ふるさと」など様々な曲を演奏し、短いながらも、とても充実した時間を過ごすことができまし

た。この演奏会で３年生は引退となり、これからは２年生が主体となっていきます。まだまだ不安

はありますが、先生方のご指導のもと部員皆で力を合わせ頑張っていきたいと思います。 

「長崎っ子の心を見つめる教育週間」 

（６／１３～１７）の活動の一環とし

て、６月１４日（火）～１６日（木）の三日間、「あいさつ運動」を実

施しました。朝補習前の時間帯に生徒会と規律委員が中心となり、登校

する全生徒へ元気にあいさつをし、あいさつやマナー意識の向上を図り

ました。 

 高総体４日目の６月６日（月）、学校に残った

生徒・教職員全員でボランティア活動を行いました。

これは高総体期間中の恒例行事で、観光の町：島原

のシンボル島原城、および武家屋敷周辺の清掃活動

を行うものです。 

 当日は、雨の予報ながらも何とか天気も持ちこた

え、城内各所や石垣の除草作業を中心に、ボランテ

ィア活動に励むことができました。約１時間の作業

でゴミ袋１２０袋程が集積され、きれいになった島

原城と武家屋敷を見て、自分の気持ちもすっきりし

たボランティア活動 

となりました。 

 また、ＰＴＡから 

も１７名のご参加を 

得て、一緒に汗を流 

していただきました。 

ありがとうございま 

した。 

  【写真左 ソフトテニス部のあいさつ運動

の様子】 

【写真右 サッカー部の校内清掃の様子】 

 午前７時過ぎ、生徒たちが続々と登校し

てくる中、荷物を置くとすぐさま玄関や校

門、駐車場付近へと折り返していくメンバ

ーがいます。補習開始までの約１５分間、

清掃活動やあいさつ運動を行っている男子

ソフトテニス部、サッカー部の面々です。

｢感謝｣や｢自主性｣を忘れないようにと、も

う３年以上も先輩から後輩へと受け継がれ

てきた…島高の清々しい朝の光景です。 

保護者も参加 

 

６月１９日（日）、島原文化会館中ホールにおいて、表記の

会を開催しました。例年校内で行っていたものを、外部の方に

もご覧いただきたいと企画したものです。当日はあいにくの雨

天でしたが、一般の方７０名ほどにおいでいただきました。諫

早から見に来てくれた高校生もいて、感激しています。演劇は、

今回の発表で引退となる３年生を中心に懸命の演技を見せて

くれました。本校生徒諸君の観覧が少なかったのが残念です

が、写真部・美術部とともに、今後の活動でよりよい成果をお

見せ出来るように引き続き頑張っていきます。 

【文芸部顧問 西門 耕二】 

演
劇
発
表 
演
劇
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表 
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野球部は今、夏の甲子園予選へ

向けて日々練習に取り組んでいま

す。高総体の優勝旗４本というす

ばらしい成績を受け、野球部もこ

れに続こうと頑張っています。３

年生にとって最後の大会である甲

子園予選では、今まで支えて下さ

ったいろいろな方々への感謝の気

持ちを忘れず、１試合１試合悔い

を残さない全力プレーで頑張りた

いと思います。「全員野球」でチ

ーム一丸となり、ベストを尽くし、

島高旋風を巻き起こしたいと思い

ます。 

１回戦 対 松浦高校 

７／１１（月） １４：３０～ 

場所：長崎県営野球場(BigN) 

【野球部主将 ３年 吉田 賢太】 

巻き起こせ！島高旋風 

 

【山﨑岳史 数学】 
２週間という短い間でしたが、充実した毎日でした。久し

ぶりの島高生は、とにかく元気が良く、毎日元気をもらって
ばかりで、「教師になりたい」気持ちが強くなりました。 

【尾藤友里 数学】 

母校での実習で初めは緊張しましたが、生徒の元気な挨拶

のおかげで和らぎました。ご指導くださった先生方、実習を
楽しいと思わせてくれた生徒達には、感謝の気持ちでいっぱ

いです。 
【相川翔平 化学】 

己の無力さを痛感した２週間でした。生徒としてではな

く、教える側に立って先生方と接することで高校時に見えな

かったことを学ぶことができました。 
【本多莉湖 情報】 

最初は緊張と不安で胸が張り裂けそうでしたが、指導して

くださる先生方や明るく元気な島高生のお陰で、無事実習を

終えることができました。実習で学んだことを活かせるよう
頑張ります。 

【本多志織 音楽】 
毎日生徒のみなさんに会うのが楽しかったです。みなさん

が上達していく様子、頑張っている姿を見て、とても嬉しく、

教育の喜びを感じることができました。 

【中村公則 生物】 

毎日２００回くらい「こんにちは」と言って過 

ごした３週間でした。毎日元気をもらいました。 

【教育実習生の感想】 

教育実習を終えて 
 

○放送部 

 第５８回全国高校生放送コンテスト県央地区大会 
   朗読部門               アナウンス部門 

    優秀賞 宮﨑 夏実           優秀賞 長田 真莉乃 
内田 真美              長橋 紘子 

片ノ坂 将一 

主 な 部 活 動 成 績 

 

 

【部長 ２年 伊﨑 友加里】 


